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大
子
の
古
文
書
は
今 
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『
大
子
町
史
』
は
大
子
の
歴
史
を
手
軽
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
本
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。『
大
子
町
史
』
編
纂
を
通
じ

て
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
の
古
文
書
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

自
治
体
史
編
纂
事
業
で
は
、
編
纂
委
員
会
が
立
ち
上
が
っ
た
後
、
そ
の
自

治
体
に
関
連
す
る
史
資
料
を
集
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
知

ら
れ
て
い
た
古
文
書
や
発
掘
調
査
等
の
成
果
を
集
約
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
関
連
地
域
を
訪
れ
、
現
地
の
方
へ
の
聞
き
取
り
等
に
よ
っ
て
、
関
連

す
る
地
域
の
情
報
を
網
羅
的
に
収
集
し
ま
す
。
と
り
わ
け
、
個
人
宅
や
寺
社
、

各
地
区
で
保
管
さ
れ
て
き
た
古
文
書
の
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
の
古
文
書
が

「
発
見
」（
再
発
見
）
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
治
体
史
編

纂
の
大
き
な
意
義
は
地
域
の
古
文
書
の
把
握
に
あ
る
の
で
す
。 

 

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
始
ま
っ
た
『
大
子
町
史
』
編
纂
事
業
で
も
、

多
く
の
地
域
の
古
文
書
が
「
発
見
」
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
『
大
子
町
史
』 

資

料
編 

上
・
下
巻
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
量
も
膨
大
で
、
上
巻
（
一
〇
〇

一
ペ
ー
ジ
）
、
下
巻
（
一
三
四
九
ペ
ー
ジ
）
合
わ
せ
て
二
三
五
〇
ペ
ー
ジ
に
も
及

び
ま
す
。
調
査
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
古
文
書
の
目
録
や
写
真
は
、
大
子
町

史
編
さ
ん
委
員
会
解
散
後
も
町
の
教
育
委
員
会
が
大
切
に
保
管
し
て
き
ま
し

た
。 

 

し
か
し
、『
大
子
町
史
』
編
纂
を
終
え
て
二
〇
年
以
上
過
ぎ
た
今
、
当
時
調

査
さ
れ
た
古
文
書
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

古
文
書
は
、
家
の
建
て
替
え
、
所
蔵
者
の
代
替
わ
り
、
転
居
等
の
ち
ょ
っ

と
し
た
き
っ
か
け
で
行
方
不
明
と
な
り
、
最
悪
の
場
合
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
三
重
県
で
は
、
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
の
三
〇
年
間
に
民
間
に
あ
る
古
文

書
の
内
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
廃
棄
ま
た
は
所
在
不
明
に
な
っ
た
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
、『
大
子
町
史
』
編
纂
終
了
か
ら
二
〇
年
以
上
経

過
し
た
今
、ど
れ
だ
け
の
古
文
書
が
変
わ
ら
ず
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
古
文
書
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。 

 

古
文
書
を
守
る
カ
ギ
は
、
情
報
の
共
有
で
す
。 

 

も
し
ご
自
宅
や
地
区
の
集
会
所
に
こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
古
文
書

（
明
治
時
代
以
降
の
文
書
も
貴
重
な
古
文
書
で
す
）
が
あ
る
の
で
し
た
ら
、
一
度
ど

こ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
家
族
や
地
域
内
で

古
文
書
の
保
管
場
所
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
古
文
書
紛
失
の
機
会
を

減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
古
文
書
の
保
管
が
難
し
い
場
合
で
も
、
必
ず
町
の
教

育
委
員
会
や
郷
土
史
に
詳
し
い
方
な
ど
誰
か
に
相
談
し
て
み
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
適
切
な
保
管
場
所
を
紹
介
し
て
く
れ
る
な
ど
相
談
に
の
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

古
文
書
は
地
域
の
歴
史
の
証
言
者
で
あ
り
、
地
域
の
こ
と
を
深
く
知
り
た

い
時
に
対
話
を
す
る
相
手
で
も
あ
り
ま
す
。
古
文
書
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
は
、
地
域
の
「
語
り
部
」
を
失
う
こ
と
と
同
じ
な
の
で
す
。
古
文
書
を
守

る
意
味
を
理
解
し
た
上
で
、
地
域
で
大
切
に
保
管
し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 
し
か
し
、「
語
り
部
」
の
声
は
聞
き
慣
れ
な
い
人
に
は
少
し
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
声
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
場
の
一
つ
が
、
大
子
町
史

編
さ
ん
委
員
会
か
ら
つ
な
が
る
「
ほ
な
い
歴
史
通
信
」
で
す
。
今
後
も
、
本

誌
を
通
じ
て
、
古
文
書
た
ち
の
語
る
声
を
皆
さ
ん
に
届
け
、
と
も
に
地
域
の

古
文
書
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

（
水
戸
市
立
博
物
館
） 
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大
子
町
小
中
学
校
校
歌
の
成
立
と 

学
校
所
在
地
の
地
域
環
境
（
上
） 

  
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

阿
久
津 

久 
  

明
治
政
府
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
月
、
外
国
の
制
度
を
模
し
た
「
学

制
」
を
発
布
し
、
近
代
学
校
を
全
国
各
地
に
設
置
し
、
我
が
国
の
近
代
教
育

を
発
足
さ
せ
た
。
翌
九
月
に
は
、「
小
学
教
則
」
を
公
布
し
、
小
学
校
に
お
け

る
教
科
課
程
及
び
教
授
方
法
の
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。 

大
子
町
で
は
、
明
治
五
年
に
佐
原
小
学
校
、
西
金
小
学
校
、
翌
六
年
に
は
、

大
子
小
学
校
、
浅
川
小
学
校
、
矢
田
小
学
校
、
下
野
宮
小
学
校
、
依
上
小
学

校
、
袋
田
小
学
校
、
黒
沢
小
学
校
、
初
原
小
学
校
、
上
小
川
小
学
校
、
大
沢

小
学
校
、
小
生
瀬
小
学
校
、
七
年
に
は
池
田
小
学
校
、
槇
野
地
小
学
校
、
十

二
年
に
は
上
岡
小
学
校
、
上
野
宮
小
学
校
、
二
十
七
年
に
は
内
大
野
小
学
校

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
大
子
町
に
残
る
最
も
古
い
校
歌
は
、
明
治
四
十
一
年
四
月
に
制
定

し
た
黒
沢
小
学
校
の
も
の
で
、
作
詞
を
佐
々
木
信
綱
、
作
曲
を
田
村
虎
蔵
が

担
当
し
て
い
る
。
同
じ
作
詞
・
作
曲
者
の
校
歌
が
旧
上
野
宮
小
学
校
に
も
あ

っ
た
。 

校
歌
が
全
国
的
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
十
六
年
三
月
一
日
、
文
部
省

令
の
勅
令
を
も
っ
て
「
国
民
学
校
令
」
が
、
そ
し
て
三
月
十
四
日
、
文
部
省

令
第
四
号
で
「
国
民
学
校
令
施
行
規
則
」
が
制
定
さ
れ
た
と
き
で
あ
る
。
字

名
を
国
民
学
校
名
と
し
、
校
歌
が
作
ら
れ
た
。
制
定
の
主
旨
は
、「
近
来
是
等

諸
学
校
ニ
於
テ
校
歌
、
朝
礼
歌
、
開
校
記
念
日
ノ
歌
、
学
校
行
進
曲
等
」
を

作
成
す
る
学
校
は
少
な
く
な
い
が
、「
是
等
ノ
歌
詞
、
楽
曲
モ
亦
音
楽
教
材
ノ

一
部
ト
看
做
サ
ル
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
殊
ニ
校
歌
、
朝
礼
歌
ノ
如
キ
ハ
訓
育
上
極

メ
テ
重
要
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
認
可
規
定
を
設
け
て
「
内
容
ノ
適
正
ヲ

期
シ
」「
他
学
科
教
材
ト
ノ
有
機
的
連
絡
ヲ
図
リ
以
テ
教
育
上
遺
漏
ノ
ナ
イ
ヨ

ウ
」
に
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
の
作
詞
・
作
曲
者
は
、
文
部
省
が
指
定
し
て
、
全
国
の
小
学
校

に
紹
介
し
た
。
著
名
な
国
文
学
者
や
作
曲
家
が
選
定
さ
れ
、
各
地
を
担
当
さ

せ
た
よ
う
で
、
選
ば
れ
た
人
た
ち
は
、
学
校
を
た
ず
ね
、
地
元
の
古
老
か
ら

話
を
聞
い
て
作
詞
し
た
た
め
に
、
現
在
存
在
し
な
い
地
名
が
使
わ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

「
校
歌
」
は
心
の
原
風
景
と
も
い
わ
れ
、
懐
か
し
む
人
達
が
多
い
。
し
か

し
戦
前
は
、
そ
の
歌
詞
・
楽
譜
に
「
徳
育
的
要
素
」
、
「
忠
君
愛
国
」
の
精
神

が
求
め
ら
れ
、
国
家
の
教
育
方
針
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
祝
祭
日
儀
式
や
学
校
行
事
等
に
お
い
て
全
校
で
合
唱
す
る
な
ど
、
集

団
生
活
に
お
い
て
統
制
心
を
養
う
た
め
の
最
高
の
教
育
方
法
で
あ
っ
た
。
ま

さ
に
「
校
歌
」
は
、
当
時
の
国
家
の
「
国
民
教
化
策
」
の
一
つ
と
し
て
重
要

視
さ
れ
た
道
徳
教
育
の
教
材
の
一
つ
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
． 

 

し
か
し
、
大
子
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
が
作
成
し
た
「
大

子
町
小
中
学
校
ビ
デ
オ
集
」
の
序
文
に
、
当
時
の
大
子
町
教
育
委
員
会
教
育

長
黒
田
仁
一
氏
は
、「
三
年
前
で
し
た
、
あ
る
校
庭
の
樹
木
の
下
で
休
ん
で
お

ら
れ
た
老
夫
婦
が
涙
を
流
し
な
が
ら
口
ず
さ
ん
で
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
出
会

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
幼
き
頃
の
思
い
出
を
校
歌
と
と
も
に
回
想
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
老
夫
婦
か
ら
『
私
た
ち
に
と
っ
て
校
歌
は
心
の
故
郷
で

あ
り
、
励
ま
し
の
言
葉
な
の
で
す
。
』
と
い
う
こ
と
を
」
聞
い
た
と
記
し
て
い

る
。
国
家
統
制
下
に
あ
り
、「
国
民
教
化
策
」
の
一
環
で
あ
っ
た
校
歌
で
あ
っ

て
も
、
幼
い
時
に
受
け
た
も
の
は
生
涯
忘
れ
ず
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

 

少
子
化
に
よ
る
統
廃
合
の
結
果
、
大
子
町
の
小
学
校
は
現
在
七
校
、
中
学

校
は
四
校
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
黒
沢
小
学
校
だ
け
が
、
明
治
時
代
に
作
ら

れ
た
校
歌
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
校
歌
は
、
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、
と
く
に
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
の

新
制
中
学
校
発
足
に
伴
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
。 

（
大
子
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
） 
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歴
史
を
物
語
る
も
の 

道
標 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

綿
引
逸
雄 

 

道
標
と
は
街
道
等
の
路
傍
や
道
の
辻
・
分
岐
点
な
ど
に
建
て
ら
れ
、
道
行 

く
旅
人
に
行
き
先
や
道
の
り
を
知
ら
せ
る
交
通
標
識
で
あ
る
。
近
世
以
降
、 

石
に
刻
ま
れ
建
て
ら
れ
た
も
の
の
多
く
が
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
。
地
図
や 

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
た
現
在
、
道
路
を
走
っ
て
い
て
青
地 

に
白
文
字
の
行
き
先
表
示
板
を
良
く
見
か
け
る
が
、
こ
の
よ
う
な
道
路
標
識

も
道
標
と
言
え
よ
う
。
先
人
に
と
っ
て
も
現
代
人
に
と
っ
て
も
、
初
め
て
の

土
地
で
の
旅
、
未
だ
見
ぬ
土
地
へ
の
旅
は
不
安
感
が
付
き
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
に
道
標
や
案
内
表
示
板
が
あ
れ
ば
、
安
心
感
は
一
層
増
す
で
あ
ろ
う
。
道

標
は
そ
の
場
所
を
初
め
て
通
過
す
る
者
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。 

現
在
、
日
立
市
内
お
よ
び
隣
接
市
村
に
あ
る
日
立
市
に
関
係
あ
る
道
標
を 

調
査
し
て
い
る
。
日
立
市
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
「
ひ
た
ち
野
仏
の
会
」

に
よ
っ
て
石
仏
石
塔
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
た
。
以
来
三
〇
年
ほ
ど
経
過
し

た
今
回
の
調
査
で
は
、
道
標
に
関
し
て
は
新
し
く
確
認
さ
れ
た
道
標
が
存
在

す
る
一
方
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
道
標
が
複
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
こ
で
、
道
標
一
基
ご
と
に
、
写
真
と
拓
本
で
記
録
を
残
し
、
調
査

レ
ポ
ー
ト
を
日
立
市
郷
土
博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
作
業
を
進

め
て
い
る
。 

日
立
市
内
に
は
七
〇
基
ほ
ど
の
道
標
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
立
市
最
古 

の
道
標
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
大
原
道
標
で
、
最
も
新
し
い
道
標 

は
昭
和
初
期
の
建
立
で
あ
る
。
古
い
も
の
は
地
元
産
の
変
成
花
崗
岩
（
小
木 

津
石
）
の
自
然
石
な
ど
が
石
材
と
し
て
使
わ
れ
、
以
下
、
江
戸
時
代
中
後
期 

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
は
蛇
紋
岩
（
町
屋
石
）
の
切
石
が
多
く
使
わ
れ
、 

幕
末
か
ら
昭
和
時
代
に
は
石
灰
岩
（
大
理
石
）
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

さ
ら
に
昭
和
時
代
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、 

建
立
年
が
刻
ま
れ
て
い
な
く
て
も
石
材
か
ら
お
お
よ
そ
の
時
代
を
推
定
で
き

る
。
ま
た
、
同
じ
日
立
市
内
で
も
地
域
に
よ
り
、
使
わ
れ
る
石
材
に
違
い
が

見
ら
れ
、
基
本
的
に
は
近
い
場
所
で
産
す
る
石
材
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
ま
た
、
道
標
に
は
道
案
内
を
主
な
目
的
と
し
た
専
用
道
標
と
道
案

内
を
従
と
し
た
併
用
道
標
が
あ
り
、
石
に
刻
ま
れ
た
行
き
先
は
信
仰
に
関
係

す
る
も
の
（
御
岩
山
・
竪
破
山
な
ど
）
の
他
、
生
活
に
関
係
し
た
と
思
え
る
集

落
を
示
す
も
の
な
ど
に
分
類
可
能
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

八
溝
山
塊
と
久
慈
山
塊
に
挟
ま
れ
、
久
慈
川
と
そ
の
支
流
沿
い
に
開
け
た 

町
で
あ
る
大
子
に
は
、
南
北
に
は
陸
奥
と
常
陸
を
結
ぶ
道
が
、
ま
た
東
西
に 

は
海
岸
部
側
か
ら
の
道
と
下
野
側
か
ら
の
道
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
方
向 

か
ら
の
文
化
が
交
わ
り
、
新
た
な
文
化
を
生
ん
だ
地
と
も
言
え
る
。
そ
こ
に

は
現
在
約
一
万
八
千
人
の
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
道
標
が
建
て
ら
れ
始
め
た

近
世
に
は
南
郷
街
道
が
南
北
に
通
っ
て
い
た
。
こ
の
街
道
は
棚
倉
街
道
よ
り

も
険
し
い
た
め
、
藩
で
は
脇
往
還
と
し
て
位
置
付
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

人
や
物
資
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
八
溝
山
に
は
坂
東
三
十
三

観
音
霊
場
第
二
十
一
番
札
所
の
日
輪
寺
が
、
袋
田
に
は
「
本
国
中
最
第
一
の

景
勝
た
り
」
と
も
言
わ
れ
た
袋
田
の
滝
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
訪
れ
る
人
も
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
も
町
域
に
多
く
の
道
標
が
残
さ
れ

て
い
る
。
大
子
郷
土
史
の
会
の
方
々
が
平
成
元
年
か
ら
八
年
を
か
け
て
調
査

し
た
報
告
書
『
大
子
の
石
仏
』
に
よ
る
と
、
約
六
〇
基
の
道
標
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
大
別
す
る
と
、
道
案
内
を
主
目
的
と
し
た
道
標
、
道
祖
神
関
係
道

標
、
馬
頭
観
世
音
関
係
道
標
、
庚
申
塔
・
二
十
三
夜
塔
関
係
道
標
等
が
あ
り
、

道
案
内
を
主
な
目
的
と
し
て
建
て
た
道
標
の
多
さ
が
山
々
に
囲
ま
れ
た
大
子

町
の
特
徴
を
物
語
っ
て
い
る
。 

大
子
町
で
も
全
道
標
を
拓
本
に
採
り
地
域
の
歴
史
を
物
語
る
史
料
と
し

て
残
し
た
り
、
説
明
表
示
板
等
の
充
実
を
図
る
な
ど
し
て
保
存
活
用
に
力
を

入
れ
る
一
方
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
学
ぶ
「
大
子
学
」
の
教
材
に
す

る
の
も
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
道
標
を
訪
ね
歩
い
て
先
人
の

想
い
に
触
れ
る
活
動
は
地
域
活
性
化
の
一
助
に
な
る
か
と
も
考
え
る
。 

私
も
春
秋
の
穏
や
か
な
一
日
を
、
道
標
を
訪
ね
て
歩
い
て
み
た
い
と
願
っ 

て
い
る
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
日
立
市
郷
土
博
物
館
） 
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ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
増
殖
大
作
戦 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

出
村
尚
英 

 

昨
年
七
月
、
秩
父
の
武
甲
山
で
、
三
七
年
ぶ
り
に
自
生
す
る
ミ
ヤ
マ
ス
カ

シ
ユ
リ
が
確
認
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
「
ほ
な
い
歴
史
通
信
」

第
八
三
号
の
野
内
秀
伸
先
生
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
昭
和
十
七
年
に
武
甲

山
で
発
見
さ
れ
た
ユ
リ
で
あ
る
。
し
か
し
、
セ
メ
ン
ト
会
社
の
許
可
が
な
い

と
入
れ
な
い
管
理
区
域
内
に
あ
る
の
で
、
武
甲
山
で
一
般
の
人
が
自
生
す
る

ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
一
方
、
袋
田
の
滝
付
近
の

ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
は
昭
和
四
十
年
に
発
見
さ
れ
た
が
、
第
一
観
瀑
台
付
近

の
岩
壁
で
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
可
憐
な
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
袋
田
の
滝
の
横
に
屹
立
す
る
断
崖
絶
壁
の
屏
風
岩

の
上
部
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
た
あ
た
り
に
も
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
は
自
生

し
て
い
る
。
そ
の
他
、
大
子
町
で
は
、
男
体
山
か
ら
南
へ
続
く
岩
壁
の
あ
ち

こ
ち
に
も
自
生
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
個
体
数
は
限
ら
れ
、

絶
滅
の
危
機
に
あ
る
植
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

希
少
植
物
の
場
合
、
動
物
の
食
害
な
ど
も
個
体
数
減
少
の
大
き
な
要
因
と

な
る
が
、
容
易
に
動
物
が
近
づ
け
な
い
岩
壁
に
自
生
す
る
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ

リ
を
絶
滅
の
危
機
に
追
い
込
ん
だ
の
は
、
人
に
よ
る
盗
掘
で
あ
る
。
か
つ
て

岩
場
に
た
く
さ
ん
自
生
し
て
い
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
も
、
袋
田
の
滝
や
生
瀬
富

士
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ユ
リ
は
生
命
力
の
強
い

植
物
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ヤ
マ
ユ
リ
は
イ
ノ
シ
シ
に
喰
い
荒
ら
さ
れ
て
も
、

球
根
の
断
片
か
ら
再
生
し
、
数
年
後
に
は
再
び
花
を
咲
か
せ
る
。
絶
滅
危
惧

種
の
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
だ
が
、
実
は
増
殖
は
容
易
で
あ
る
。
そ
の
方
法
を

い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
。 

①
種
を
発
芽
さ
せ
て
育
て
る 

ヤ
マ
ユ
リ
や
ス
カ
シ
ユ
リ
は
、
ふ
た
冬
を
経
験
し
て
発
芽
す
る
。
秋
に
種

を
蒔
け
ば
、
一
年
半
後
の
春
に
は
発
芽
す
る
の
で
あ
る
。
最
初
の
年
は
、
葉

が
一
枚
つ
く
だ
け
だ
が
、
そ
れ
を
、
鉢
に
植
え
替
え
一
年
育
て
る
と
、
数
枚

の
葉
が
出
て
く
る
。
そ
の
翌
年
以
降
に
は
、
株
立
ち
す
る
も
の
も
現
れ
る
。

条
件
が
良
け
れ
ば
そ
の
翌
年
に
一
つ
だ
け
花
を
咲
か
せ
る
。
種
を
蒔
い
て
か

ら
五
～
六
年
で
花
を
見
る
こ
と
が
可
能
だ
。
年
数
は
か
か
る
が
、
実
か
ら
た

く
さ
ん
の
種
が
採
集
で
き
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
株
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

②
木
子
（
子
球
）
を
育
て
る 

岩
壁
の
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
は
、
岩
松
と
共
生
し
て
生
育
し
て
い
る
場
合

が
多
い
。
株
の
中
に
は
、
白
い
小
さ
な
玉
状
の
木
子
が
で
き
る
。
そ
れ
を
取

り
出
し
、
鉢
な
ど
に
植
え
た
り
、
庭
の
石
組
み
の
中
に
埋
め
込
ん
で
お
け
ば
、

二
～
三
年
で
花
を
つ
け
る
株
に
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
子
が
手
に
入

れ
ば
、
比
較
的
早
く
容
易
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
だ
。 

③
鱗
片
増
殖
法 

ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
の
球
根
が
手
に
入
れ
ば
、
鱗
片
に
分
け
て
増
や
す
こ

と
が
可
能
だ
。
球
根
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
た
鱗
片
を
ダ
コ
ニ
ー
ル
な
ど
の
殺
菌

剤
で
消
毒
し
、
晩
秋
の
頃
、
土
に
挿
し
て
お
く
と
、
翌
年
、
鱗
片
の
先
端
か

ら
葉
が
一
枚
出
て
く
る
。
頭
が
隠
れ
る
程
度
で
あ
ま
り
深
く
か
け
な
い
方
が

発
芽
し
や
す
い
。
そ
の
ま
ま
秋
ま
で
育
て
れ
ば
、
秋
に
は
子
球
が
で
き
る
。

そ
れ
を
鉢
な
ど
に
植
え
替
え
て
育
て
れ
ば
、
株
立
ち
ま
で
の
期
間
を
か
な
り

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
の
球
根
か
ら
三
〇
個
ほ
ど
の
鱗
片
が
確
保

で
き
る
の
で
、
一
気
に
た
く
さ
ん
の
株
が
作
れ
る
。 

私
は
、
平
成
二
十
四
年
の
秋
か
ら
こ
れ
ら
の
方
法
で
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ

の
増
殖
に
取
り
組
み
、
五
年
目
の
今
年
は
、
花
を
咲
か
せ
る
株
を
二
十
数
株

に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
は
、
そ
れ
ら
が
複
数
の
花
を
咲
か
せ
る
株

に
な
る
の
で
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
花
を
観
賞
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
は
、
そ
の
後
に
育
成
し
た
小
さ
な
株
が
出
番
を
待
っ
て
い

る
。
人
間
が
絶
滅
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
希
少
植
物
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
、

人
間
の
力
で
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う
。
そ
し
て
、
奥

久
慈
の
岩
壁
に
た
く
さ
ん
の
ミ
ヤ
マ
ス
カ
シ
ユ
リ
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
揺

ら
す
眺
め
を
も
う
一
度
取
り
戻
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

（
大
子
町
在
住
） 
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大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
七
） 

十 

二 

所 

神 

社
（
大
子
町
大
子
後
山
四
五
八
） 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

高
根
信
和 

 
 

  

水
郡
線
常
陸
大
子
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
左
折
し
、
本
町
Ｔ
字
路
交
差
点 

を
右
折
す
る
と
、
鳥
居
と
石
段
が
見
え
て
く
る
。
駅
か
ら
約
五
百
メ
ー
ト
ル 

ほ
ど
、
徒
歩
二
、
三
分
の
距
離
で
あ
る
。
急
な
参
道
の
石
段
は
通
称
百
段
階 

段
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
毎
年
三
月
の
ひ
な
祭
り
に
は
石
段
の
両
側
に
緋
毛
氈 

が
敷
か
れ
、
そ
こ
に
約
千
体
ほ
ど
の
ひ
な
人
形
が
並
ぶ
。
こ
の
雅
や
か
な
演 

出
は
、
多
く
の
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。 

石
段
を
登
る
と
平
坦
な
所
に
出
る
。
左
手
は
か
つ
て
の
県
立
大
子
第
二
高 

等
学
校
の
敷
地
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
だ
い
ご
小
学
校
体
育
館
と
大
子
幼
稚

園
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た
右
手
は
、
だ
い
ご
小
学
校
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、

幕
末
水
戸
藩
が
設
立
し
た
郷
校
一
五
校
の
一
つ
、
大
子
郷
校
文
武
館
が
安
政

三
年
（
一
八
五
六
）
に
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
文
武
館
文
庫
と
大
ケ

ヤ
キ
が
当
時
の
姿
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。 

百
段
階
段
に
続
く
長
い
参
道
を
町
道
が
横
切
る
。
さ
ら
に
石
段
を
登
り
、

狛
犬
、
鳥
居
を
過
ぎ
る
と
、
三
峰
山
登
拝
記
念
の
石
灯
籠
、
左
手
に
手
水
舎

が
あ
る
。
石
段
を
登
り
つ
め
る
と
、
大
正
七
年
に
京
都
川
添
艮
太
郎
が
奉
納

し
た
一
対
の
狛
犬
と
と
も
に
拝
殿
に
行
き
つ
く
。 

拝
殿
は
入
母
屋
造
で
銅
版
葺
き
、
間
口
四
間
、
奥
行
三
間
。
本
殿
は
流
造

木
羽
葺
き
、
間
口
一
・
五
間
、
奥
行
三
間
。
本
殿
は
、
拝
殿
か
ら
幣
殿
を
経

て
急
な
屋
根
付
き
の
施
設
で
連
な
っ
て
い
る
。
祭
神
と
し
て
、
国
常
立
尊
（
く

に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）
外
一
六
神
の
神
々
を
祀
る
。
町
内
に
は
、
上
岡
、
内

大
野
、
下
金
沢
に
も
同
名
の
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

社
伝
に
よ
る
と
、
当
地
方
の
開
発
の
守
護
神
と
し
て
神
亀
四
年
（
七
二
七
）

に
創
建
さ
れ
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
佐
竹
義
宣
が
社
殿
を
改

築
し
て
い
る
。
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
徳
川
光
圀
の
保
護
を
受
け
、
明
治
六

年
（
一
八
七
三
）
に
村
社
に
列
格
し
た
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
本
町
の

火
災
に
よ
り
社
殿
を
消
失
し
、
後
に
小
学
校
敷
地
の
一
部
に
鎮
座
後
、
現
在

地
に
造
営
さ
れ
た
。
後
山
の
地
名
の
と
お
り
、
市
街
地
を
見
下
ろ
す
山
裾
に

造
営
さ
れ
、
南
東
方
向
に
は
遠
く
男
体
山
が
眺
望
で
き
る
。
神
の
宿
る
所
に

ふ
さ
わ
し
く
、
五
穀
の
豊
か
な
稔
り
を
願
い
、
延
命
長
寿
、
無
病
息
災
の
神

と
し
て
多
く
の
参
詣
を
集
め
て
い
る
。 

境
内
か
ら
左
手
の
小
径
を
登
り
、
神
庫
の
前
を
過
ぎ
る
と
、
昭
和
二
十
八

年
に
奉
納
さ
れ
た
赤
色
の
鳥
居
と
と
も
に
中
島
藤
右
衛
門
を
祀
る
蒟
蒻
神
社

が
建
っ
て
い
る
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
栽
培
関
係
者
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の

で
、
毎
年
四
月
上
旬
に
は
春
季
例
大
祭
が
催
さ
れ
て
い
る
。
（
水
戸
市
在
住
） 

 

十二所神社拝殿 

蒟蒻神社 
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依
上
地
区
、
あ
る
農
業
青
年
の
挑
戦
物
語
（
下
の
二
） 

―
特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
六
）
― 

 
 本

誌
第
八
二
号
で
述
べ
た
「
袋
田
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
」
に
つ
い
て
若
干
補

足
し
て
お
き
た
い
。
昭
和
四
十
五
年
八
月
に
開
園
し
た
同
施
設
は
、
一
時
は

県
内
外
か
ら
幅
広
く
集
客
し
、
木
澤
源
一
郎
さ
ん
に
よ
る
と
、
「
は
と
バ
ス
」

が
立
ち
寄
る
こ
と
も
あ
っ
て
大
変
な
賑
わ
い
を
呈
し
た
と
言
う
が
、
そ
の
賑

わ
い
も
二
年
ほ
ど
の
短
期
間
で
終
わ
っ
た
。
永
続
的
な
販
売
拠
点
と
し
て
の

期
待
は
結
局
裏
切
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
面
で
あ
っ
て
、

木
澤
さ
ん
は
こ
う
も
語
る
。「
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
に
は
も
の
す
ご
く
人
が
来
た

か
ら
宣
伝
に
は
な
っ
た
。
宣
伝
に
な
っ
て
、
今
考
え
る
と
プ
ラ
ス
だ
っ
た
ね
」
、

と
。
大
子
産
り
ん
ご
の
知
名
度
の
低
さ
か
ら
く
る
悲
哀
を
人
一
倍
味
わ
っ
た

木
澤
さ
ん
だ
け
に
、
こ
の
宣
伝
効
果
は
あ
り
が
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

収
穫
し
た
り
ん
ご
を
売
る
場
合
、
販
路
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
運
搬
手
段
が

不
可
欠
で
あ
る
。
木
澤
さ
ん
の
場
合
は
、
昭
和
四
十
三
年
八
月
に
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
の
五
百
キ
ロ
積
み
ラ
イ
ト
バ
ン
を
入
手
し
て
い
て
、
こ
れ
が
販
売
に
役

立
っ
た
。
多
く
の
り
ん
ご
農
家
は
、
時
と
場
所
の
違
い
こ
そ
あ
れ
小
売
り
に

歩
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
だ
が
、
木
澤
さ
ん
も
同
様
で
あ
る
。「
地
元
で
売

る
の
は
恥
ず
か
し
い
」
と
感
じ
た
た
め
、
ラ
イ
ト
バ
ン
に
袋
詰
め
（
一
袋
七
、

八
個
入
り
）
の
り
ん
ご
を
積
み
、
販
路
を
求
め
て
水
戸
市
、
日
立
市
、
勝
田
市

（
現
ひ
た
ち
な
か
市
）
等
の
団
地
や
社
宅
を
何
度
も
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ

が
、
大
子
の
り
ん
ご
と
言
っ
て
も
誰
も
信
用
し
て
く
れ
な
い
頃
の
こ
と
、
未

知
の
場
所
で
の
、
未
知
の
人
た
ち
へ
の
小
売
り
は
難
渋
し
た
。 

小
売
り
の
一
場
面
を
紹
介
し
よ
う
。
り
ん
ご
仲
間
の
中
野
茂
さ
ん
と
共
に

勝
田
市
に
あ
る
国
鉄
の
職
員
住
宅
を
訪
ね
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。ド
ア
を
「
ト

ン
ト
ン
や
っ
て
二
、
三
人
に
声
を
掛
け
た
ら
話
に
乗
っ
て
く
れ
て
、
試
食
し

て
味
見
し
た
ら
お
い
し
い
ね
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
お
付
き
合
い
に
買
う
か

な
と
一
人
が
買
っ
た
ら
、
じ
ゃ
あ
私
も
私
も
と
買
っ
て
く
れ
た
。
初
め
て
売

れ
て
う
れ
し
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き
た
若

い
女
性
が
、
み
ん
な
騙
さ
れ
て
る
よ
な
ん
て
言
っ
て
、
大
子
の
り
ん
ご
な
ん

て
嘘
だ
よ
と
。
自
分
は
大
子
の
出
身
で
分
か
っ
て
る
ん
だ
か
ら
嘘
だ
よ
と
。

恐
ら
く
青
森
の
方
の
屑
り
ん
ご
を
持
っ
て
き
て
売
っ
て
ん
だ
か
ら
、
み
ん
な

騙
さ
れ
て
ん
だ
よ
と
言
わ
れ
ち
ゃ
っ
て
。
私
ら
大
子
の
農
家
で
、
私
ら
が
つ

く
っ
た
り
ん
ご
を
こ
っ
ち
に
売
り
に
来
て
ん
だ
と
言
っ
て
も
信
用
し
て
く
れ

な
い
」
。
結
局
、
お
客
の
一
人
が
そ
れ
じ
ゃ
あ
返
す
と
言
い
出
し
た
ら
「
私
も

私
も
と
、
み
ん
な
返
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
い
や
あ
、
悔
し
か
っ
た
け
ど

ど
う
し
よ
う
も
ね
え
ん
で
す
。
悔
し
く
て
、
涙
が
出
る
よ
う
だ
っ
た
」
、
と
言

う
。
売
れ
残
っ
た
り
ん
ご
は
持
ち
帰
り
、
牛
の
エ
サ
に
す
る
し
か
な
か
っ
た
。 

水
戸
市
の
若
宮
団
地
を
訪
ね
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
大
子
で
り
ん
ご
を
生

産
し
て
い
る
者
な
ん
で
す
が
、
小
売
り
に
歩
い
て
い
る
の
で
い
か
が
で
す
か

っ
て
試
食
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
ん
で
す
が
、
試
食
ど
こ
ろ
じ
ゃ
ね
え
。
当

時
の
団
地
は
鉄
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
ド
ア
で
、
中
に
チ
ェ
ー
ン
が
あ
っ
て
少
し

し
か
開
け
て
く
れ
な
い
。
間
に
合
っ
て
ま
す
と
、
バ
チ
ン
と
ド
ア
を
閉
め
て

聞
い
て
く
れ
な
い
。
い
や
あ
、
何
軒
歩
っ
て
も
話
を
聞
い
て
く
ん
ね
え
と
行

く
の
も
や
ん
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
売
れ
な
い
で
苦
労
し
た
ん
で
す
よ
。
本
当
に

ね
、
辛
か
っ
た
」
。
味
に
は
自
信
が
あ
っ
て
も
思
う
よ
う
に
売
れ
な
い
辛
さ
、

追
い
詰
め
ら
れ
て
、
一
時
は
挫
折
し
そ
う
に
な
り
転
職
も
考
え
た
よ
う
だ
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
仲
間
と
毎
年
行
っ
た
先
進
地
視
察
で
あ
っ
た
。

「
産
地
へ
行
く
と
い
ろ
い
ろ
元
気
づ
け
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」
。 

木
澤
さ
ん
は
諦
め
な
か
っ
た
。
「
一
回
目
の
時
は
誰
も
見
向
き
も
し
な
い
。

二
回
目
は
、
こ
の
間
来
て
く
れ
た
ん
だ
ね
と
声
ぐ
ら
い
掛
け
て
く
れ
る
。
三

回
目
に
な
る
と
、
何
回
も
来
て
く
れ
た
か
ら
お
付
き
合
い
し
ま
し
ょ
う
と
。

そ
れ
で
話
も
で
き
る
、
味
見
も
し
て
く
れ
る
。
一
回
じ
ゃ
だ
め
な
ん
だ
」
と

の
助
言
を
胸
に
、
何
回
も
何
回
も
往
復
す
る
。「
何
年
か
か
か
り
ま
し
た
。
三

年
ぐ
ら
い
で
売
れ
行
き
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。
売
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、

待
っ
て
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
五
、
六
年
頃
か
ら
で
す
ね
」
。

苦
労
が
、
よ
う
や
く
実
を
結
び
始
め
た
の
で
あ
る
。 

 
 

（
齋
藤
典
生
） 
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『
大
子
町
史
』
と
活
版
印
刷
の
魅
力 

  

『
大
子
町
史
』
資
料
編
及
び
通
史
編
の
紙
面
を
指
で
軽
く
摩
っ
て
み
る
と
、

一
文
字
一
文
字
の
手
ざ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
紙
質
も
特
漉
き
の
上
質
紙
で
、

そ
の
感
触
が
と
て
も
心
地
い
い
。
長
時
間
読
ん
で
い
て
も
、
少
し
も
疲
れ
な

い
。
実
は
こ
れ
ら
は
、
活
版
印
刷
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
活
版
印
刷
は
、
鉛

を
主
体
と
し
た
金
属
活
字
を
組
ん
で
版
を
作
り
、
そ
れ
を
印
刷
す
る
た
め
、

紙
面
に
微
妙
な
凹
凸
が
で
き
る
。
そ
れ
が
前
述
の
よ
う
な
味
わ
い
を
醸
し
出

す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
印
刷
、
製
本
を
担
当
し
た
の
が
東
京
に
本
社

の
あ
る
株
式
会
社
精
興
社
で
あ
る
。 

 

「
精
興
社
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
白
井
赫
太
郎
に
よ
っ
て
東
京
活

版
所
と
し
て
創
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
大
正
十
四
年
に
社
名
を
精
興
社
と

変
更
し
た
。
精
興
社
の
活
版
印
刷
の
活
字
は
、
創
業
者
の
白
井
と
天
才
的
な

字
彫
り
職
人
と
う
た
わ
れ
た
君
塚
樹
石
の
二
人
が
、
共
同
で
造
り
上
げ
た
独

自
の
印
刷
書
体
『
精
興
社
書
体
』を
母
型
と
し
て
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
独
特
の
文
字
は
読
み
や
す
く
、
美
し
さ
と
力
強
さ
を
備
え
た
活
字
と
さ

れ
、
明
快
な
印
刷
書
体
と
精
緻
な
文
字
組
は
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
書
物
を
作

り
出
す
。
こ
う
し
た
精
興
社
の
造
本
技
術
は
、
学
者
や
文
筆
家
の
間
で
『
一

度
で
良
い
か
ら
印
刷
を
精
興
社
に
頼
み
た
い
と
願
う
』
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

高
い
評
価
と
信
頼
を
得
て
き
た
」（
平
成
十
四
年
十
月
二
十
五
日
付
日
本
経
済
新
聞
）

と
い
う
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
は
『
岩
波
文
庫
』
を
、
ま
た
翌
八
年
に

は
『
岩
波
全
書
』
を
初
受
注
、
以
後
筑
摩
書
房
の
『
現
代
日
本
文
学
全
集
』
、

岩
波
書
店
の
『
日
本
古
典
文
学
体
系
』
、
『
漱
石
全
集
』
等
々
、
数
多
く
の
著

名
な
書
籍
群
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
。 

 

一
方
で
精
興
社
は
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
地
方
自
治
体
が
発
行
す
る
地
方

史
の
印
刷
、
製
本
も
請
け
負
い
、
茨
城
県
内
で
は
県
史
を
は
じ
め
多
く
の
市

町
村
史
の
刊
行
を
受
注
し
て
い
る
。 

 

『
大
子
町
史
』
も
縁
あ
っ
て
、
精
興
社
で
印
刷
、
製
本
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
完
成
し
た
原
稿
に
順
次
写
真
や
図
表
を
付
け
て
入
稿

す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
初
校
の
ゲ
ラ
刷
り
が
出
て
来
る
。
精
興
社
で
は
、

ゲ
ラ
刷
り
は
昔
通
り
に
紙
縒
り
で
綴
じ
て
い
る
。
柔
ら
か
い
紙
縒
り
は
紙
が

破
れ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
心
配
が
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
を
赤
字
で
校

正
し
て
返
送
す
る
。
初
校
の
校
正
は
、
誤
字
、
脱
字
だ
け
で
な
く
、
執
筆
者

が
し
ば
し
ば
加
筆
、
訂
正
を
行
う
た
め
、
赤
字
が
大
幅
に
増
え
た
り
す
る
。

さ
ら
に
再
校
、
三
校
と
校
正
を
繰
り
返
す
な
か
で
書
物
と
し
て
の
内
容
や
体

裁
が
整
序
さ
れ
、
最
後
の
四
校
で
完
了
す
る
。
千
ペ
ー
ジ
前
後
の
本
の
場
合
、

数
か
月
間
に
わ
た
っ
て
そ
の
作
業
が
続
く
。
本
文
以
外
に
序
文
、
凡
例
、
目

次
、
あ
る
い
は
解
説
や
索
引
等
を
掲
載
す
る
こ
と
も
あ
り
、
最
終
ペ
ー
ジ
の

奥
付
ま
で
の
全
て
が
校
了
し
て
よ
う
や
く
編
集
者
の
手
か
ら
離
れ
る
。
後
は

印
刷
、
製
本
さ
れ
て
納
本
と
な
る
。 

「
本
を
上
梓
す
る
こ
と
は
、
母
が
子
を
産
む
よ
う
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
る

ん
で
す
よ
」
。
『
大
子
町
史
』
を
担
当
し
た
精
興
社
の
中
村
勉
さ
ん
の
言
葉
で

あ
る
。
本
造
り
に
は
確
か
に
産
み
の
苦
し
み
が
あ
る
。
そ
し
て
喜
び
も
あ
る
。

構
想
か
ら
調
査
、
研
究
、
執
筆
、
さ
ら
に
入
稿
、
校
正
、
印
刷
、
製
本
ま
で

長
い
間
の
苦
労
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
発
行
に
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
時
の
喜

び
は
一
入
な
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
「
印
刷
文
字
の
製
造
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
る
状
況
の
中

で
、
精
興
社
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
夏
、
活
版
印
刷
の
操
業
を
中
止
」(

前

掲
日
本
経
済
新
聞)

す
る
に
至
っ
た
。
活
版
印
刷
の
工
程
は
、
母
型
、
活
字
等
の

鋳
造
、
文
選
、
植
字
、
校
正
、
紙
型
・
鉛
版
、
印
刷
と
い
う
順
に
並
び
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
を
持
っ
た
職
人
に
よ
っ
て
作
業
が
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
職

人
に
よ
る
手
仕
事
は
、
効
率
の
面
か
ら
、
ま
た
経
営
の
面
か
ら
も
続
け
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
活
版
の
手
触
り
の
良
さ
や

活
字
の
き
め
細
か
さ
に
魅
入
ら
れ
、
活
版
印
刷
を
望
む
出
版
社
は
後
を
絶
た

な
い
と
い
う
。
本
当
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
最
終
巻
と
な

る
『
大
子
町
史 
通
史
編 

下
巻
』
の
発
行
は
平
成
五
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、

奇
し
く
も
活
版
に
よ
る
印
刷
の
終
了
間
際
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
井
上
和
司
）
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拓本写真 

拓
本
を
通
し
て
み
た
文
化
財
の
魅
力 

  

大
子
町
大
字
栃
原
に
、
町
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
道
祖

神
碑
が
あ
る
。
栃
原
と
上
岡
を
結
ぶ
広
域
農
道
ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン
栃
原
入
口
付

近
の
沢
沿
い
の
古
道
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
。 

 

道
祖
神
碑
は
、
高
さ
八
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

硬
い
砂
岩
系
の
自
然
石
で
で
き
て
い
る
。
石
碑
に
は
、
中
央
に
「
道
祖
神
」
と

深
く
刻
ま
れ
、
両
手
両
足
で
方
向
を
示
す
僧
侶
の
姿
が
浅
く
彫
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
僧
侶
の
示
す
行
き
先
は
、
右
上
に
「
是
よ
り 

う
わ
さ
わ 

だ
い
ご
」、

右
下
に
「
や
ま
道
」
、
左
下
に
「
是
よ
り 

と
ち
は
ら 

た
か
ぶ
」
、
左
下
に
「
是

よ
り 

お
ふ
さ
わ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

造
立
年
代
の
記
載
は
無
く
、
伝
承
で
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
親
鸞
聖

人
が
巡
錫
の
砌
、
道
に
一
夜
を
あ
か
し
、
後
難
を
避
け
る
た
め
に
原
画
を
描
い

て
立
ち
去
っ
た
も
の
を
地
元
の
民
が
彫
刻
し
建
碑
し
た
と
伝
わ
る
。
町
内
に
み

ら
れ
る
道
標
の
う
ち
建
立
年
代
が
わ
か
る
も
の
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
道
祖
神
も
同
時
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

今
年
の
五
月
、
日
立
市
郷
土
博
物
館
の
綿
引
逸
雄
さ
ん
に
同
行
し
、
こ
の
道

祖
神
碑
の
拓
本
採
取
を
行
っ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。 

 

私
自
身
、
拓
本
を
採
る
の
は
初
め
て
で
、
綿
引
さ
ん
に
指
導
を
受
け
な
が
ら

作
業
を
進
め
た
。 

ま
ず
、
石
碑
に
つ
い
て
い
た
苔
や
土
な
ど
の
汚
れ
を
取
り
、
水
を
霧
吹
き
で

吹
き
か
け
、
水
を
含
む
と
よ
く
伸
び
る
性
質
の
和
紙
を
使
用
し
、
石
碑
に
和
紙

を
張
り
付
け
て
い
く
。
張
り
付
け
た
和
紙
の
上
か
ら
さ
ら
に
霧
吹
き
で
水
を
か

け
、
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
破
け
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
な
が
ら
時

に
ブ
ラ
シ
で
叩
く
な
ど
し
て
、
石
碑
と
和
紙
を
密
着
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
和
紙

が
半
渇
き
に
な
る
ま
で
し
ば
ら
く
待
ち
、
半
渇
き
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
綿
を

絹
布
で
包
ん
だ
「
た
ん
ぽ
」
と
い
う
も
の
に
松
の
煤
で
作
っ
た
墨
を
薄
く
付
け
、

和
紙
の
上
か
ら
優
し
く
叩
き
な
が
ら
墨
を
載
せ
て
い
く
。
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文

字
を
白
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
、
文
字
の
周
り
を
慎
重
か
つ
大
胆
に
、

少
し
ず
つ
墨
を
載
せ
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
く
。

時
々
、
少
し
離
れ
て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
。 

乾
き
き
る
前
に
一
気
に
墨
を
載
せ
る
の
だ
が
、
立
っ
て
い
る
道
祖
神
の
拓
本

は
中
腰
に
な
り
な
が
ら
作
業
す
る
の
で
、
思
っ
て
い
た
よ
り
体
力
が
い
る
。
ま

た
、
石
碑
は
自
然
石
に
掘
ら
れ
て
い
る
か
ら
石
の
形
に
よ
っ
て
、
で
こ
ぼ
こ
し

て
い
る
た
め
、
和
紙
を
張
り
付
け
る
に
も
、
墨
を
載
せ
る
に
も
コ
ツ
が
い
る
。

そ
し
て
浅
く
彫
ら
れ
て
い
る
文
字
を
消
さ
ず
に
、
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
の
も
ま
た
難
し
か
っ
た
。 

 

今
回
正
し
い
拓
本
の
採
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
文
化
財
を
傷
つ
け
る
こ

と
な
く
拓
本
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
後
の
資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

拓
本
を
採
る
こ
と
で
写
真
や
模
写
で
は
分
か
ら
な
い
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文

字
の
形
や
線
の
太
さ
、
刻
ま
れ
た
深
さ
、
そ
し
て
、
自
然
石
に
掘
っ
た
技
術
や

先
人
た
ち
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

拓
本
を
通
し
て
、
ま
た
こ
の
文
化
財
の
魅
力
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
綿
引
さ
ん
に
感
謝
し
、
大
子
町
に
あ
る

他
の
石
碑
な
ど
の
拓
本
に
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
よ
う
と
思
う
。 
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